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東京労働安全衛生学校の 17 年 

ガイドラインステップ 

５〜９ 

キーワード

（6 つ以内） 

・小規模事業場 

・参加型改善活動 

・チェックリスト 

・グループワーク 

・水平展開 

・ 

改善・取組

みの背景と

課題 

 従業員 50 人未満の小規模事業場では安全衛生委員会の設置義務がなく、また経

営的な厳しさもあり、継続的安全衛生活動が行われていないことが多く、一般に災害発

生率が高い。そのような小規模事業場が多い東京東部地域において労災職業病問題

に取組む NPO である東京労働安全衛生センターが 1993 年より中小企業向けの災害

予防のための取組みを開始し、現在まで活動を継続している。その経験を紹介し、考察

を加えたい。 

 

 

 

 

改善・取組

みの着眼点 

 「東京労働安全衛生学校」と命名されたトレーニングコースを開催し、地元の企業と労

働組合から参加者を募った。当初から労働者自身による参加型改善活動により災害を

防止することをめざし、ILO 他が発行した「安全、衛生、作業条件トレーニング・マニュア

ル」をテキストとして２日間のトレーニングを年１回開催してきた。アクション・チェックリストを

使用し、グループワーク中心の進行、好事例に着目し具体的な改善を進めるという基本

的な姿勢は現在まで変わらない。 

 

 

改善・取組

みの概要 

トレーニングコースの例 

1) アクション・チェックリストを使用した職場巡視 
2) グループワーク１ 物の運搬と保管 
3) グループワーク２ 作業を人間に合わせる 
4) グループワーク３ 機械と設備の安全 
5) グループワーク４ 有害環境の改善 
6) グループワーク５ 福利厚生と作業編成、情報コミュニケーション 
7) グループワーク６ 訪問工場への改善提案 
8) アクション・プラン作成 
・当初は３日間、現在は２日間の職場巡視を含むトレーニングを年に１回主催し、17 年

間継続してきた。 



写真・図表・ 

イラスト 

アクション・チェックリストの一部 

 

効  果 

・ 17 年間継続し参加型活動の入門編として機能してきた。 

・ 他社の良い事例の水平展開が容易にできる。 

・ 従業員５０名程度の地元製造業２社においてセンター代表が産業医となり毎月安全

衛生委員会に出席。リスクアセスメント活動として改善活動を行い、改善事例多数。 

・ 介護福祉関連２事業場はセンターの医師が産業医として活動を支援。 

・ このトレーニングを応用して事務職場向け、建設業向け、化学物質対策、メンタルヘ

ルス対策などのトレーニングコースが開発されている。 

この GPS の

経験から学

ぶことができ

るポイント 

・ 産業保健専門職として現場労働者の主体性による活動を促進することの重要性を

学ぶ機会となる。 

・ 巡視を受け入れてくれる事業場探しに苦労するが、良い事例と改善提案を示す報告

書を提出することにより、数社と良好な関係を保つことができ、数年に１度受け入れて

もらえる。 

・ フォローアップは参加者の依頼により可能な限り応えることが重要で、最近はメンタルヘ

ルス改善を目的としたトレーニングを事業場、労働組合から依頼されることが多い。 
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